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『大綱』 2 級の文法項目54から， 1 課あたり 4 項目，
12課で48項目取り上げるように，設計した．これによ
り，本教科書の文法項目は， 1 課あたり概ね 2 項目の
みであった前教科書に比べて倍となり，難易度のアッ
プに繋がり，より高い学習到達度が期待できる．









































































趙 秀敏，張 立波，上野 稔弘，今野 文子，三石 大・東北大学初修中国語におけるブレンディッドラーニングの実践
できるとした．さらに理論と実践の両面から，指導過




































各課とも，提案 3 段階学習プロセスに基づき，段階 1
の新しい学習及び段階 3 の発展学習からなる．
各課は，「語彙，会話，文法， 4 技能，確認，発展」





















































1 語彙 意味確認→音読→応用練習（ 8 語）
2 会話 会話及びその模擬練習（ 4 句× 3 ）
3 文法 文法事項の解釈（ 4 項目）
4～5 4 技能 （各練習約 3 ～ 6 問）
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会話 前半・後半に分ける（約 4 句× 2 ）
基本練習 会話文の一部を言い換える（ 2 問× 2 ）
3 4 技能 （各練習約 3 問）
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図 ３ 　p.20：話題と目標，語彙 図 4 　p.21：会話
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図 5 　p.22：文法 図 6 　p.2３： 4 技能の前半（聞く・話す）
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ここで，第 1 課「你贵姓？（あなたのお名前は？）
を例としながら，開発した本教科書の各課の概要とイ























図 7 　p.24： 4 技能の後半（読む・書く） 図 8 　p.25：確認・発展
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礎中国語Ⅰ-2」として開講される週 2 コマのうちの 1
コマ分で，教員 1 （第 1 著者）が担当する 7 クラス，



































教員 クラス 学部（組） 学習者数
教員1
C1 工（ 1 ～ 5 , 15～16）（ 1 ） 45
C2 文・教育 39
C3 保健学科 42
C4 工（ 6 ～14）（ 1 ） 40
C5 法 40
C6 農 45




C9 工（ 6 ～14）（ 2 ） 40
C10 経（ 3 ,  4 ） 40
計 138
合計 430
表 9 　平成29年度前期末試験結果（n = 290※）
単元 問題項目（満点） m SD Max Min
発音
リスニング（15） 11.0 2.1 15.0 4.5
声調（9） 8.1 1.3 9.0 2.5
挨拶語（6） 4.6 1.5 6.0 0.0
計（30） 23.7 3.3 30.0 10.5
ユニット1
（第1〜4課）単語（10） 8.2 2.0 10.0 0.0
文法（10） 6.5 1.7 10.0 1.8
リスニング（30） 27.7 2.7 30.0 16.0
和文中訳（20） 16.4 3.2 20.0 3.0
計（70） 58.8 7.5 70.0 26.9
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クラス 単元 m SD Max Min
C1
（45）
発音（30） 22.7 3.2 28.5 10.5
ユニット 1 （70） 55.4 8.3 69.4 26.9
合計（100） 78.1 10.5 97.9 37.4 
C2
（39）
発音（30） 24.9 2.8 30.0 17.0
ユニット 1 （70） 61.4 5.7 69.4 48.3
合計（100） 86.3 7.1 96.9 68.9
C3
（42）
発音（30） 22.4 3.7 28.5 14.5
ユニット 1 （70） 57.1 8.7 69.1 27.3
合計（100） 79.5 11.1 95.1 41.8
C4
（40）
発音（30） 23.2 3.4 28.5 15.5 
ユニット 1 （70） 57.3 7.0 66.9 39.8
合計（100） 80.5 9.4 93.9 57.0 
C5
（39）※
発音（30） 23.9 3.0 29.3 16.5
ユニット 1 （70） 60.1 6.9 68.0 33.0
合計（100） 84.0 8.6 97.3 55.5
C6
（45）
発音（30） 24.4 2.8 30.0 18.8
ユニット 1 （70） 61.3 6.3 70.0 44.4
合計（100） 85.7 8.0 100.0 67.2
C7
（40）※
発音（30） 24.6 2.9 30.0 18.3
ユニット 1 （70） 59.8 6.7 69.4 40.2
合計（100） 84.4 8.4 98.9 59.2
※ C5とC7では，未受験者はそれぞれ 1 名であった．
表11　平成27年度前期末試験結果
クラス m SD Max Min
法（ 3 ～ 4 ）（n = 26） 90.2 6.6 100.0 78.5 
文（ 3 ）教（n = 31） 88.0 8.8 98.5 65.0 
文（ 1 ～ 2 ）（n = 32） 90.3 8.3 99.5 60.3 
工（ 8 ～ 9 ）（n = 32） 90.7 5.0 98.5 78.0 
保健（n = 32） 90.3 6.3 98.5 66.8 
農（ 2 ）（n = 33） 94.6 3.8 98.5 79.5 
全体（n = 186） 90.7 7.0 100.0 60.3
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と 9 割弱に達し，これは平成27年度の 9 割強に比べて
僅かに減少しただけであった（図12）．
表12　このテキストで楽しく学習できた
5 4 3 2 1 合計
C1 25.0 59.1 6.8 4.5 4.5 100.0 
C2 64.9 29.7 5.4 0.0 0.0 100.0 
C3 42.9 42.9 11.9 2.4 0.0  100.0 
C4 10.5 65.8 13.2 10.5 0.0 100.0 
C5 41.0 48.7 5.1 2.6 2.6 100.0 
C6 60.5 27.9 9.3 2.3 0.0 100.0 
C7 38.1 52.4 9.5 0.0 0.0 100.0 
C8 32.7 45.5 18.2 1.8 1.8 100.0 
C9 40.5 48.6 5.4 2.7 2.7 100.0 





5 4 3 2 1 合計
C1 25.0 52.3 18.2 0.0 4.5 100.0 
C2 67.6 29.7 2.7 0.0 0.0 100.0 
C3 42.9 42.9 11.9 2.4 0.0 100.0 
C4 15.8 65.8 13.2 2.6 2.6 100.0 
C5 46.2 41.0 7.7 2.6 2.6 100.0 
C6 60.5 27.9 9.3 2.3 0.0 100.0 
C7 33.3 52.4 11.9 2.4 0.0 100.0 
C8 36.4 43.6 18.2 0.0 1.8 100.0 
C9 43.2 45.9 2.7 8.1 0.0 100.0 
C10 42.1 44.7 10.5 2.6 0.0 100.0 
表14　様々な練習問題で学習内容が理解できた
5 4 3 2 1 合計
C1 27.3 52.3 13.6 2.3 4.5 100.0 
C2 50.0 41.7 8.3 0.0 0.0 100.0 
C3 35.7 52.4 11.9 0.0 0.0 100.0 
C4 23.7 71.1 2.6 2.6 0.0 100.0 
C5 43.6 43.6 7.7 5.1 0.0 100.0 
C6 44.2 48.8 7.0 0.0 0.0 100.0 
C7 33.3 52.4 14.3 0.0 0.0  100.0 
C8 43.6 40.0 14.5 1.8 0.0  100.0 
C9 24.3 56.8 8.1 5.4 5.4 100.0 
C10 44.7 50.0 2.6 2.6 0.0 100.0 
表15　テキストの内容は難しかった
5 4 3 2 1 合計
C1 2.3 25.0 43.2 20.5 9.1 100.0 
C2 8.1 21.6 27.0 40.5 2.7 100.0 
C3 4.8 40.5 35.7 19.0 0.0 100.0 
C4 2.6 18.4 50.0 28.9 0.0 100.0 
C5 5.1 23.1 38.5 30.8 2.6 100.0 
C6 7.0 27.9 30.2 32.6 2.3 100.0 
C7 2.4 23.8 33.3 33.3 7.1  100.0 
C8 9.1 12.7 41.8 32.7 3.6 100.0 
C9 2.7 21.6 40.5 32.4 2.7 100.0 
C10 7.9 10.5 42.1 39.5 0.0 100.0 
表16　今後もこのようなテキストを利用したい
5 4 3 2 1 合計
C1 25.0 50.0 20.5 0.0 4.5 100.0 
C2 51.4 43.2 5.4 0.0 0.0 100.0 
C3 40.5 42.9 14.3 2.4 0.0 100.0 
C4 23.7 44.7 21.1 7.9 2.6 100.0 
C5 35.9 48.7 12.8 0.0 2.6 100.0 
C6 53.5 32.6 11.6 2.3 0.0 100.0 
C7 33.3 47.6 14.3 4.8 0.0 100.0 
C8 34.5 36.4 25.5 1.8 1.8 100.0 
C9 35.1 43.2 16.2 0.0 5.4 100.0 
C10 28.9 50.0 13.2 7.9 0.0 100.0 
表17　BLによる中国語の学習は効果がある
5 4 3 2 1 合計
C1 20.5 40.9 29.5 4.5 4.5 100.0 
C2 48.6 29.7 18.9 0.0 2.7 100.0 
C3 26.2 38.1 31.0 2.4 2.4 100.0 
C4 34.2 44.7 7.9 13.2 0.0 100.0 
C5 38.5  33.3 17.9 5.1 5.1 100.0 
C6 55.8 27.9 11.6 2.3 2.3 100.0 
C7 39.0 39.0 19.5 0.0 2.4 100.0 
C8 21.8 43.6 25.5 5.5 3.6 100.0 
C9 43.2 29.7 21.6 0.0 5.4 100.0 
C10 26.3 34.2 28.9 7.9 2.6 100.0 
表18　これからも中国語の勉強を続けてみたい
5 4 3 2 1 合計
C1 29.5 38.6  25.0 0.0 6.8 100.0 
C2 64.9 24.3 5.4  5.4 0.0 100.0 
C3 52.4 31.0 9.5 4.8 2.4 100.0 
C4 26.3 39.5 26.3 2.6 5.3 100.0 
C5 43.6 38.5 12.8 5.1 0.0 100.0 
C6 55.8 30.2 9.3 2.3 2.3 100.0 
C7 26.8 43.9 22.0 2.4 4.9 100.0 
C8 36.4 41.8 10.9 7.3 3.6 100.0 
C9 48.6 27.0 18.9 2.7 2.7 100.0 
C10 50.0 36.8 10.5 2.6 0.0 100.0 
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